
図 今回の震災で事前に対応が可能だったと思う科学技術と実際に対応できていな

かったと思う科学技術（2011年 12月調査） 

 

注：1) 調査では、「科学技術が、東日本大震災の対応に役立っていたかどうかについてお伺いします。日本の科学技術

水準ならば、事前に対応が可能だったと思われるものを、以下の選択肢の中からいくつでもお選びください。ま

た、お選びになったものの中から、実際には対応できていなかったと思うものをいくつでもお選びください。」

と聞いている。 

2)図中の棒グラフ内の（ ）書きの値は、当該選択肢を「事前に対応が可能だったと思う科学技術」として選んだ

者の数を分母に、当該選択肢を選んだ者のうち「実際には対応できていなかったと思う科学技術」を選んだ者の数

を分子にして、割合を算出している。 
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原子力発電所から大量の放射性物質が放

出される深刻な事故の発生を未然に防止

大震災時でも使用可能なインターネットや電

話回線（携帯電話、衛星電話を含む）などの

情報通信網の確保

今回の大震災のようなマグニチュード９程度

の地震及び津波を想定したハザードマップ

や、避難計画をあらかじめ十分に策定

原子力発電所事故後の放射性物質の拡散

予測の迅速な実施と避難行動への活用

大震災時でも水道・電気・ガスなどのライフラ

インの維持や、速やかな復旧を可能にする

技術の確立

原子力発電所事故後の過酷な環境下（放射

線量が高い状況や、がれきが散乱している

状況など）で稼働できるロボット技術の確立

地震発生後に到来する津波の高さの予測

巨大津波による被害を防ぐ防潮堤・防波堤

の整備

建築物や、鉄道・道路などの交通網の耐震

性の確保

今回の大震災のようなマグニチュード９程度

の地震の予知
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事前の対応が可能だったと

思う科学技術（n=768）

実際には対応できていな

かったと思う科学技術

（事前の対応が可能だったと

思う科学技術を選んだ者を

100として算出した割合）

複数選択方式

（いくつでも選択可）


